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ぞれの公園が持つ特徴を活かすことや、機能の分担を考慮する
必要があり、磯上公園は、都心回遊の拠点、憩いと賑わいの場
としての利活用が広がる公園とすることを目指した。
地域に関わる多様な人々集い、交流することのできる場の創出
　計画地の中央には、有料のグラウンドとしてこれまで供用さ
れてきた歴史に配慮し、子供たちのちょっとしたボール遊びに
も対応できるよう広さを確保しつつ、地域イベントの開催等、
多目的に利用できる芝生広場を整備した。
　計画地西側には、既存樹の緑陰を活かした休憩施設の充実を
図りつつ、十分な幅員を確保したプロムナードを整備し、フリー
マーケット等のイベント開催に対応した園路空間を整備した。

　磯上公園は三宮南エリアに位置する都心の貴重なオープンス
ペースであり、長きにわたり有料グラウンドとして団体スポー
ツを中心に利用されてきた。周辺環境の変化や都心・三宮再整
備の進展に伴い、公園が担う役割や機能を改めて見直す必要が
生じたことから、同事業の一環として再整備が実施された。
　再整備にあたっては、周辺に東遊園地、みなとのもり公園（神
戸震災復興記念公園）、小野浜公園の 3つの公園があり、それ
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磯上公園の再整備
～都心におけるみどりの癒し空間の創出～

自然を身近に感じられ、都心に生活、働く人々が
健康で癒される空間の整備
　都市生活の中で、人々が足元の自然に意識を向けること、植
栽とのかかわりを自然に持つこと、都心に豊かな自然を取り戻
していくことで、生活者と都市と自然が共に生きる神戸を目指
す市の 「Living Nature Kobe」 における「自然の景」の取り組
みと連携し、磯上公園内に都心で暮らす人々、働く人々が自然
を感じて憩い、安らぐことのできるヒーリングガーデンを整備
した。ヒーリングガーデンは、癒し（ヒーリング）をテーマと
して世界的に活躍する造園家 栗栖宝一氏のデザイン監修を元
に実施設計を行った。

地域に暮らす子供や家族、高齢者が、気軽に遊び、
憩える空間の整備
　計画地で開催したワークショップ（遊具等の人気投票）を参
考に地域に暮らす子供が日々の暮らしで気軽に遊べる遊具や、
体育館利用者や高齢者の健康づくりに供する健康遊具を設置し、
それぞれの機能の違いや周囲の景観とのバランスも配慮した。
地域に開かれたアクセスの良い開放的な利用者動線の創出
　これまでのグラウンド機能及び南北に高低差のある地形によ
り周辺街区に閉鎖的な公園となっていたことから、空間構成、
動線を改善し、周辺の利用者がアクセスしやすいバリアフリー
に対応した利用者動線を整備した。

作品概要
作品名──────磯上公園の再整備～都心におけるみどりの癒し空間の創出～
所在地──────兵庫県神戸市中央区八幡通2丁目
発注───────神戸市
設計───────株式会社 空間創研
設計協力 ─────KurisuLLC：栗栖宝一
監理───────神戸市
施工───────関西造園土木株式会社、一般社団法人神戸市造園協力会
設計期間─────2021年9月～2023年3月
施工期間─────撤去工事2022年10月～2023年1月
                             整備工事2023年9月～2024年6月
規模───────1.0ha（全体2.0haのうち）
主要施設─────ヒーリングガーデン、芝生広場、プロムナード、
                              磯上体育館、三木記念会館、外国人スポーツクラブ（占用）、
                              耐震性貯水槽

作品評
　本作品は、神戸市三宮都心部の再整備事業の一環として再整備された公
園のランドスケープデザインである。
　対象公園は、周辺土地利用や人口増加等の社会環境の変化に対応できる新
たな空間のあり方が求められていたが、応募者はこの課題に対して、周辺に立地
する３つの公園との機能分担を行い、そこから「都心回遊の拠点・地域に開か
れた憩いと賑わいの場」という分かりやすい再整備のコンセプトを導き出している。
　また、このコンセプトに沿って、広 と々した芝生広場・遊具広場・プロムナー
ド・ヒーリングガーデンで構成される、解放的で緑の存在が強く感じられる
空間を生み出している。
　このうち、本公園を特色づけるヒーリングガーデンは、緑の少ない市街地
に身近な自然を提供する場として、日本庭園の鑑賞の場として、再整備の効
果を実感させる空間となっている。
　設計部門の応募作品として、ディティールに関する図面や説明の不足が指
摘されたが、空間の構成や実際のデザインの良さが高く評価され、優秀賞に
選出された。

①ヒーリングガーデンの豊かな緑と連続して広がる芝生広場　②ヒーリングガーデンへ来園者を誘う北側エントランス　
③既存樹を活かしたマーケット等の開催に対応するプロムナード　④雑木に包まれリフレッシュの場となる園路空間
⑤水の音を聞き、自然と向き合うヒーリングガーデンの滝と池　⑥自然に目を向け自分と出会う機会の場となる散策路
⑦木漏れ日の中で岩と対話する休憩スポット　⑧自然を感じて憩う伐採木を活用したベンチ
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